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─────────────────────────────────────────── 

平成19年 第１回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第３日） 

                             平成19年３月９日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第３号） 

                         平成19年３月９日 午後１時30分開議 

 日程第１ 議案第１号 平成１９年度周防大島町一般会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第２ 議案第２号 平成１９年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第３ 議案第３号 平成１９年度周防大島町老人保健事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第４ 議案第４号 平成１９年度周防大島町介護保険事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第５ 議案第５号 平成１９年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第６ 議案第６号 平成１９年度周防大島町下水道事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第７ 議案第７号 平成１９年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第８ 議案第８号 平成１９年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成１９年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成１９年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第11 議案第11号 平成１８年度周防大島町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第12 議案第12号 平成１８年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第13 議案第13号 平成１８年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第14 議案第14号 平成１８年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第15 議案第15号 平成１８年度周防大島町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第16 議案第16号 平成１８年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第17 議案第17号 平成１８年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第５号） 

 日程第18 議案第18号 平成１８年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第19 議案第19号 平成１８年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第20 議案第20号 平成１８年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号） 
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 日程第21 議案第21号 平成１８年度周防大島町交通災害共済事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第22 議案第22号 平成１８年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第２号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第２ 議案第２号 平成１９年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第３ 議案第３号 平成１９年度周防大島町老人保健事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第４ 議案第４号 平成１９年度周防大島町介護保険事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第５ 議案第５号 平成１９年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第６ 議案第６号 平成１９年度周防大島町下水道事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第７ 議案第７号 平成１９年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第８ 議案第８号 平成１９年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成１９年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成１９年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第11 議案第11号 平成１８年度周防大島町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第12 議案第12号 平成１８年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第13 議案第13号 平成１８年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第14 議案第14号 平成１８年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第15 議案第15号 平成１８年度周防大島町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第16 議案第16号 平成１８年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第17 議案第17号 平成１８年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第５号） 

 日程第18 議案第18号 平成１８年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第19 議案第19号 平成１８年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第20 議案第20号 平成１８年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第21 議案第21号 平成１８年度周防大島町交通災害共済事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第22 議案第22号 平成１８年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第２号） 

────────────────────────────── 
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出席議員（24名） 

１番 安本 貞敏君       ２番 伊東 梅芳君 

３番 土手 正喜君       ４番 平野 和生君 

５番 荒川 政義君       ６番 浜戸 信充君 

７番 杉山 藤雄君       ８番 神岡 光人君 

９番 田村 三郎君       10番 伊藤 秀行君 

12番 平村 真成君       13番 魚谷 洋一君 

14番 松井 岑雄君       16番 広田 清晴君 

17番 魚原 満晴君       18番 冨田 安英君 

19番 木村  潔君       20番 中本 博明君 

21番 平川 敏郎君       22番 田中隆太郎君 

23番 小田 貞利君       24番 尾元  武君 

25番 久保 雅己君       26番 新山 玄雄君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（２名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 坂本  薫君     議事課長 木元 真琴君 

書  記 河井 敏博君     書  記 平田富久代君 

書  記 藤本万亀子君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 中本 冨夫君   助役 …………………… 椎木  巧君 

収入役 ………………… 吉村 正晴君   教育長 ………………… 平田  武君 

公営企業管理者 ……… 川田 昌満君   総務部長 ……………… 村田 雅典君 

政策企画課長 ………… 中野 守雄君   財政課長 ……………… 奈良元正昭君 

健康福祉部長 ………… 馬野 正文君   産業建設部長 ………… 岡村 春雄君 

環境生活部長 ………… 村田 章文君   久賀総合支所長 ……… 野口 菊義君 

大島総合支所長 ……… 山本  治君   東和総合支所長 ……… 鍵本 一和君 

橘総合支所長 ………… 中河 美昭君   教育次長 ……………… 布村 和男君 
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公営企業局総務部長 … 河村 常和君   公営企業局財政課長 … 村岡 宏章君 

────────────────────────────── 

午後１時30分開議 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりでございます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第３号 

日程第４．議案第４号 

日程第５．議案第５号 

日程第６．議案第６号 

日程第７．議案第７号 

日程第８．議案第８号 

日程第９．議案第９号 

日程第１０．議案第１０号 

○議長（新山 玄雄君）  昨日の会議に引き続き、日程第２、議案第２号平成１９年度周防大島町

国民健康保険事業特別会計予算から、日程第１０、議案第１０号平成１９年度周防大島町公営企

業局企業会計予算までの９議案の補足説明を求めます。馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  それでは、特別会計予算書の方をお願いいたします。予算書の

１ページをお願いいたします。 

 議案第２号平成１９年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算につきまして補足説明を行

います。 

 本文で、第１条の歳入歳出予算では、歳入歳出の予算の総額を３５億７,９１７万３,０００円

と定めるものです。対前年度比３億４,８４７万９,０００円、１０.８％の増となっております。

第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の同一官内での流用ができることを定めるものです。 

 それでは、事項別明細書の３ページをお願いいたします。歳入であります。 

 １款の国民健康保険税は８億３,９００万６,０００円で、対前年度比１,１５７万５,０００円、

１.４％の減となっております。過去の被保険者数の推移と税制改正及び経済状況を見込み計上

しております。 

 続きまして４ページをお願いいたします。３款の国庫支出金は１１億７,９２０万９,０００円

で、対前年度比１,７９３万２,０００円、１.５％の減となっております。１項の国庫負担金で

は、７億５,１４６万４,０００円を計上しております。１目の療養給付費負担金は医療費の
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３４％に相当するものです。２目の高額医療費共同事業負担金は高額医療費拠出金の２５％に相

当するものであります。２項の国庫補助金は市町村財政の負担能力を考慮いたしまして、療養給

付費負担金の金庫を調節するための財政調整交付金４億２,７７４万５,０００円を計上しており

ます。 

 ５ページをお願いいたします。４款の療養給付費等交付金は６億２,２８１万２,０００円、対

前年度比３,７８４万７,０００円、６.５％の増となっております。退職被保険者の療養給付費

について、社会保険診療報酬支払い基金から交付されるものでございます。５款の県支出金は

１億６,８６２万９,０００円、対前年度比３６２万２,０００円、２.１％の減となっております。

１項の県負担金は、国庫負担金と同様に高額医療費拠出金の２５％に相当するものとして

１,３３９万８,０００円を計上しております。２項の県補助金は、医療費の６％、及び普通調整

交付金の１％に相当する財政調整交付金１億５,５２３万１,０００円を計上しております。 

 ６ページをお願いいたします。６款の共同事業交付金は、３億７,５８９万５,０００円、対前

年度比３億３,０２１万８,０００円の増となっております。１目の高額医療費共同事業交付金は、

１件当たりの医療費の額が８０万円を超える高額医療費に対し、国民健康保険団体連合会から交

付されるもので４,５６７万７,０００円、２目の保険財政共同安定化事業交付金は、平成１８年

１０月から法改正により実施されたもので、１件当たりの医療費の額が３０万円を超える高額医

療費に対し交付されるもので、３億３,０２１万８,０００円を計上しております。８款の繰入金

は、３億８,９９５万２,０００円、対前年度比１,３４３万９,０００円、３.６％の増となって

おります。 

 まず、一般会計からの繰入金として、保険基盤安定事業繰入金、保険税軽減分ですが、国保税

の７割、５割、２割軽減に対するものとして、１億５,８３３万４,０００円、保険基盤安定事業

繰入金、保険者支援分、これは保険税軽減の対象となった一般被保険者数の平均保険税の一定割

合を公費で補てんするもので、低所得者を抱える市町村を支援し、中間所得と所得者数を中心に

保険税負担を軽減するものとして２,８０８万６,０００円、職員給与費等繰入金として

８,７８０万２,０００円、出産育児一時金等繰入金として７００万円、財税安定化支援事業繰入

金、これは国庫財政の健全化、税負担の標準化を目的とする交付金で、普通交付税に参入される

額として９,２８１万６,０００円、その他一般会計繰入金は、国保負担軽減対策ですが、これは

単県事業の福祉医療費助成事業に対するもので、１,５９１万４,０００円を計上しております。 

 次に、９ページをお願いいたします。歳出であります。１款の総務費は、職員人件費や事務経

費、賦課徴収経費として８,７８０万２,０００円を計上し、対前年度比６４２万５,０００円、

７.９％の増となっております。１２ページ……。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  あんまりね、数字が違いすぎるんです。何ちゅうか、例え
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ば……。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  あ、えっと、款……。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  款ごとの数字。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  款ごとの合計で言ってます。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  看護等の合計で……。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  の、対前年度比を言ってます。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  あっ目ごとに……。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  目ごとではないです、はい。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  はい。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  それでは、１２ページをお願いいたします。２款の保険給付費

は、２３億７２０万５,０００円、対前年度比５,１５０万円、２.３％の増となっております。

これまでの医療費等の推移により計上したもので、１項療養諸費は一般被保険者療養給付費とし

て１４億円、退職被保険者等療養給付費として６億５,０００万円。一般被保険者療養費として

３５０万円、退職被保険者等療養費として２００万円、審査支払い手数料として７００万

５,０００円。１３ページになります。２項の高額療養費は２億３,０００万円。それと、

１４ページになりますが、４項の出産育児諸費は、３０人分の１,０５０万円。５項の葬祭諸費

は４００人分、４００万円を計上しております。３款の老人保健拠出金は５億９,５１２万

８,０００円、対前年度比５,０６６万３,０００円、７.８％の減となっております。これは、平

成１４年の法改正により老人保健医療制度対象年齢の引き上げと、保険者負担割合の引き下げが

実施されてきましたが終了することによるものであります。 

 １５ページをお願いします。４款の介護納付金は１億４,５２２万３,０００円、対前年度比

８１８万円、５.３％の減となっております。これは、介護給付費の増加に伴い、４０歳から

６４歳までの介護保険第２号被保険者の１人当たり負担額が増加いたしますが、国の算出により

減額となっております。５款の共同事業拠出金は、高額な医療費が発生した市町村に国保連合会

から交付する再保険事業に対する拠出金として４億３７６万２,０００円、対前年度比３億

５,２０３万６,０００円の増となっております。 

 歳入でも説明をいたしましたが、高額医療費拠出金５,３５９万３,０００円は１件当たりの医

療費の額が８０万円を超えるものを基準として交付されるもので、１６ページになりますが、保

険財政共同安定化事業拠出金３億５,０１６万７,０００円は、平成１８年１０月から法改正によ

り実施されているもので、１件当たりの医療費の額が３０万円を超えるものを基準に交付される

もので、この財源として県内市町が国保連合会に拠出するものであります。その事業は、保険者

の財政安定を図るとともに、保険税の平準化を進め、市町村国保が県単位の方向へ広域化する第
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一歩になるとの位置づけであります。 

 ６款の保健事業費は、職員人件費、しまとぴあスカイセンターでの保健事業及び管理費等で

２,２１５万５,０００円、対前年度比２６９万２,０００円、１０.８％の減となっております。 

 続いて、２０ページをお願いいたします。９款の操出金は、公営企業局企業会計への特別調整

交付金の操出金として１,０９６万３,０００円、１０款の予備費として５００万円を計上してお

ります。 

 以上で、平成１９年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

 続きまして、予算書の方の７ページをお願いいたします。議案第３号平成１９年度周防大島町

老人保健事業特別会計予算につきまして、補足説明を行います。 

 平成１４年の法改正により、老人医療の受給対象年齢が７０歳以上から７５歳以上に引き上げ

られ、また、老人医療費拠出金の老人加入率上限が撤廃されたことに伴い、公費負担割合も

３０％が段階的に５０％に引き上げられてきましたが、９月で終了をいたします。本文で、第

１条の歳入歳出予算では、歳入歳出予算の総額を４７億５,００４万３,０００円と定めるもので

す。対前年度比３億６８８万２,０００円、６.１％の減となっております。 

 それでは、事項別明細書、３１ページをお願いいたします。歳入であります。１款の支払い基

金交付金は、老人医療給付費に対する社会保険診療報酬支払い基金からの法廷負担５０％分を計

上したもので、２３億８,１４７万１,０００円、対前年度比２億７,１５０万２,０００円、

１０.２％の減となっております。 

 ２款の国庫支出金は、医療に要する費用のうち、国の法定負担分１２分の４を計上したもので、

１５億７,８０４万７,０００円、対前年度比２,３５８万６,０００円、１.５％の減となってお

ります。 

 ３款の県支出金は、医療に要する費用のうち、県の法定負担分１２分の１を計上したもので、

３億９,４５１万２,０００円、対前年度比５８９万７,０００円、１.５％の減となっております。 

 ３２ページをお願いいたします。４款の繰入金は、医療に要する費用のうち、周防大島町の法

定負担分１２分の１を一般会計から繰り入れるもので、３億９,４５１万１,０００円、対前年度

比５８９万７,０００円、１.５％の減となっております。 

 続きまして、３３ページをお願いいたします。歳出でありますが、歳出につきましては、最近

の医療費の推移と受給者数をもとに計上いたしました。 

 １款の医療諸費は、老人医療に対する医療給付費であり、４７億５,００３万８,０００円、対

前年度比３億６８８万２,０００円、６.１％の減となっております。医療給付費で４６億

５,４０８万７,０００円、舗装具や柔道整復等の医療費支給費で８,１５５万１,０００円、国保

連合会等での審査支払い手数料で１,４４０万円を計上しております。 
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 以上で、平成１９年度周防大島町老人保健事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

 続きまして、予算書の１１ページをお願いいたします。議案第４号平成１９年度周防大島町介

護保険事業特別会計予算につきまして、補足説明を行います。 

 本文で、第１条の歳入歳出予算では、歳入歳出予算の総額を２９億５,７８３万６,０００円と

定めるものです。対前年度比２億２,８６８万７,０００円、８.４％の増となっております。 

 第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の同一款内での流用ができることを定めるものです。 

 それでは、事項別明細書の３７ページをお願いいたします。歳入であります。１款の保険料は

３億５,３５４万６,０００円、対前年度比１,００７万９,０００円、２.９％の増となっており

ます。前年度分の特別徴収保険料３億２,３６４万７,０００円、前年度分の普通徴収保険料

２,９０９万９,０００円。及び滞納繰り越し分保険料８０万円を計上しております。 

 ３款の国庫支出金は７億７,７８２万７,０００円、対前年度比８９９万６,０００円、１.１％

の減となっております。１項の国庫負担金は、介護保険は財源負担の５０％を公費負担としてお

り、介護給付費にかかる国の法定負担分、居宅給付費の２０％、施設等給付費の１５％として

４億８,０６１万４,０００円を計上しております。 

 ３８ページをお願いいたします。２項の国庫補助金は、全国の保険者の保険給付費総額の５％

に相当する額を所得水準や後期高齢者比率により介護保険財政を調整するための調整交付金２億

７,８８０万７,０００円。１８年度から創設されました地域支援事業の介護予防事業費の２５％

及び包括的支援事業、任意事業費の４０.５％の地域支援事業交付金１,８４０万６,０００円を

計上しております。 

 ４款の支払い基金交付金は、８億６,６５７万４,０００円、対前年度比６,５３２万

２,０００円、８.２％の増となっております。第２号被保険者が、医療保険の中で負担している

介護保険料が社会保険診療報酬支払い基金に納付されたあと、政令が定める基準に基づき交付さ

れる介護給付費交付金８億６,３４３万９,０００円、同じく１８年度から創設されました地域支

援事業の介護予防事業費の３１％の地域支援事業交付金３１３万５,０００円を計上しておりま

す。 

 ５款の県支出金は４億３,３８０万６,０００円、対前年度比１億４８１万９,０００円、

３１.９％の増となっております。 

 介護給付費にかかる県の法定負担分、居宅給付費の１２.５％、施設等給付費の１７.５％の介

護給付費負担金４億２,４６０万３,０００円、同じく１８年度から創設されました地域支援事業

の介護予防事業費の１２.５％、及び包括的支援事業・任意事業費の２０.２５％の地域支援交付

金９２０万３,０００円を計上しております。 

 続いて、３９ページをお願いいたします。７款繰入金は５億６７５万４,０００円、対前年度
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比３,９２２万３,０００円、８.４％の増となっております。１項の他会計繰入金では、介護給

付費繰入金として３億４,８１６万１,０００円、地域支援事業繰入金として９２０万３,０００円、

その他一般会計繰入金は職員給与費や事務費、介護認定審査会経費として１億１２３万７,０００円

を計上しております。 

 ４０ページをお願いいたします。２目の基金繰入金は介護給付費準備基金のうち４,８１５万

３,０００円を取り崩し介護給付費に充てるため繰り入れるものであります。 

 ９款諸収入は、１,８５１万５,０００円、対前年度比１,８１８万６,０００円の増となってお

ります。介護予防サービス計画書の作成料が主なものであります。 

 続きまして、４１ページをお願いいたします。歳出であります。１款の総務費は８,７９９万

２,０００円、対前年度比１２４万４,０００円、１.４％の増となっております。１項の総務管

理費は、職員人件費や一般管理費として４,９６４万４,０００円、４２ページになりますが、

２項の徴収費は、保険料徴収関係の経費として１５９万４,０００円、４３ページになりますが、

３項の介護認定審査会費は、介護認定審査会関係の経費として３,６７５万４,０００円を計上し

ております。 

 ２款の保険給付費は、２７億８,５２８万９,０００円、対前年度比２億１,３４８万

４,０００円、８.３％の増となっております。１項のサービス諸費では、介護サービスとの給付

費は要介護認定者のサービス給付費として２３億８,２６１万２,０００円。 

 ４４ページになります。介護予防サービス等給付費は、要支援認定者のサービス給付費として

１億８,７５０万５,０００円を計上しております。 

 ４５ページになります。２項のその他諸費は、審査支払い手数料で３７９万２,０００円、

３項の高額サービス費は５,４３６万円を計上しております。 

 ４項の特定入所者サービス費は保険給付対象外となった食費、居住費の低所得者に対する補足

給付として１億５,７０２万円を計上しております。 

 ４６ページをお願いいたします。３款の財政安定化基金拠出金は２６６万１,０００円、対前

年度と同額であり、介護保険事業計画の中で算定される保険給付費の０.１％の拠出金でありま

す。 

 ４７ページをお願いいたします。５款の地域支援事業は、７,１１６万８,０００円、対前年度

比３２４万３,０００円、４.８％の増となっております。１項の介護予防事業１,６９４万

８,０００円については、まず、１目介護予防特定高齢者施策事業は、介護予防上の支援が必要

と認められる虚弱高齢者を対象に運動器の機能向上、栄養改善、閉じこもり予防・支援、認知症

予防・支援、うつ予防・支援等を推進する事業であり、４８ページになります、２目の介護予防

一般高齢者施策事業は、すべての高齢者を対象に介護予防に関する知識の普及・啓発を推進する
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ものであります。２項の包括的支援事業、任意事業５,４２２万円につきましては、まず、１目

包括的支援事業は、要支援・要介護になるおそれのある高齢者を対象に、できる限り要介護状態

へ移行するのを防ぐことを目的に、介護予防マネジメントや総合的な相談支援を実施するもので

あり、４９ページになります、２目任意事業は、在宅の要介護者を介護している家族等の精神

的・経済的な負担の軽減を図るための家族介護支援や、生きがいと健康づくり等を行う事業であ

ります。 

 ５０ページになります。３目の地域包括支援センター運営事業は、これらの介護予防サービス

を提供するために設置する地域包括支援センター運営費であり、地域包括支援センターは町の直

営として社会福祉士、保健師、主任ケアマネージャー等を配置して介護予防の円滑かつ適正な運

営に努めているところであります。 

 ５１ページをお願いいたします。６款の介護予防支援事業は１,０６６万２,０００円で、一般

会計から組み替えたものであり、地域包括支援センターでのケアプラン作成業務等の経理であり

ます。 

 以上で、平成１９年度周防大島町介護保険事業特別会計予算の説明を終わります。 

 私からは以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  村田環境生活部長。 

○環境生活部長（村田 章文君）  それでは、私からは、議案第５号から議案第８号まで、環境生

活部所管の４議案につきまして補足説明をさせていただきます。 

 まず、議案第５号平成１９年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算について御説明いたしま

す。 

 特別会計予算の１７ページをお願いいたします。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を

９億８,８０１万２,０００円と定めております。これは、対前年比８.９％の減となっておりま

す。 

 また、第２条におきまして、２１ページの第２表地方債のとおり、地方自治法第２３０条第

１項の規定により、起こすことのできる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び方

償還の法について定めております。 

 それでは、その概要につきまして、事項別明細書により御説明させていただきます。 

 まず、歳入についてですが、事項別明細書の６３ページをお願いいたします。 

 １款分担金及び負担金では、新規加入者を１２５件と認めまして、加入者負担金として

３０１万５,０００円を計上いたしました。 

 ２款使用料及び手数料１項給水使用料は４億４,７７７万円の計上でございます。さきの

１２月定例議会におきまして、使用料にかかる条例改正の御議決を賜りましたので、これに基づ
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き使用料の予算を計上しておりますが、その影響額は約５,０００万円と見込んでおります。な

お、本年度の第１期分は、２月及び３月分の使用料となりますので、旧料金での徴収となります。

したがいまして、実質の影響額は年間では約６,０００万円と見込んでおるところでございます。

２項手数料は、諸証明手数料、業者指定手数料、開閉栓手数料、合わせて４４万３,０００円を

計上いたしております。 

 ６４ページをお願いいたします。３款繰入金において、一般会計から５億３,３１８万

１,０００円を繰り入れることとして予算を調整しております。 

 ４款諸収入で消費税還付金１,０００円、雑入１,０００円をそれぞれ計上し、５款町債では、

簡易水道事業債を１８０万円、過疎対策事業債を１８０万円予定しております。 

 次、歳出でございますが、６７ページをお願いいたします。１款簡易水道費１項事務費１目総

務費は１億１４４万２,０００円の計上であります。職員人件費の８,４７２万２,０００円は職

員１０年分の給料等でございます。総務一般経費の１,６７２万円は、水道施設にかかる借地料

１６９万円──失礼、１６９万８,０００円と、消費税として１,３３０万円の計上が、その主な

ものでございます。 

 ６８ページにつきましては、２項事業費１目維持管理費であります。維持管理経費は、広域水

道企業団からの受水費が３億７,８８４万３,０００円となっております。平成１９年度は、平成

２０年２月がうるう年のため２９日あります。したがいまして、その分、平年よりも増額となっ

ておるところでございます。委託料は、電気系その保守点検、水質検査、水道施設の監視点検、

メーター機検診がその主なものでございます。 

 ７０ページの２目設備費は３,０３９万２,０００円の計上であります。 

 大島第３配水地の修繕、安下庄地区の石綿管の変更、神領・奥畑ポンプ所の追塩装置整備工事

が、その内容でございます。 

 ２款公債費は、元金２億９,５３１万６,０００円、利息１億１,１９２万８,０００円。合わせ

て４億７２４万４,０００円の計上でございます。 

 ７１ページにおきまして、還付金３０万円、予備費５０万円を計上いたしております。 

 以上が議案第５号平成１９年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算についての概要でござい

ます。 

 続きまして、議案第６号平成１９年度周防大島町下水道事業特別会計予算について補足説明を

行います。 

 予算書の２３ページからになっております。第１条によりまして、歳入歳出予算の総額を５億

３,４５０万７,０００円といたしております。これは、対前年比１２.５％の増となっておると

ころでございます。 
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 第２条地方債は、２７ページの第２表のとおり、限度額を２億６００万円とするほか、目的、

方法、利率・償還の方法について定めております。それでは、事項別明細書により、その主なも

のについて御説明させていただきます。 

 事項別明細、８３ページをお願いいたします。１款分担金及び負担金は公共下水事業分担金と

して、現年度分６２７万円、滞納繰り越し分８万円、あわせて６３５万円を計上いたしました。 

 ２款は、使用料及び手数料であります。現年分公共下水道使用料３,９５５万２,０００円、滞

納繰り越し分２５万円の計上でありますが、各地域の接続が順次進捗していることにより、昨年

度対比４８８万１,０００円の増を見込んでおるところでございます。 

 ８６ページをお願いいたします。３款国庫支出金１項国庫補助金は８,０００万円を予定いた

しております。 

 ４款繰入金では、２億２３４万５,０００円を一般会計から繰り入れることとしております。 

 ５款諸収入は雑入１,０００円を見込んでおります。 

 ６款町債は、下水道事業債１億４,２２０万円、過疎対策事業債６,３８０万円を予定いたして

おります。このうち、平準化債が７,８４０万円ございます。 

 次、歳出でございますが、８９ページをお願いいたします。１款、公共下水費、１項、事務費

１目、総務管理費は、人件費が主なものでございますが、６,３３７万２,０００円の計上でござ

います。 

 ９０ページの２項、事業費１目、維持管理費は、安下庄生地区及び片添地区の公共下水道維持

管理費として５,８５９万９,０００円の計上でございます。光熱水費１,０７３万７,０００円、

処理施設維持管理委託料２,５３６万８,０００円、汚泥処理委託料５３７万５,０００円等がそ

の主なものでございます。 

 また、公課費として消費税２５０万円を計上いたしております。 

 ９２ページの２目、公共下水事業費安下庄地区公共下水道事業は、２億２,１４９万９,０００円

の計上でありますが、町内１校区ほかの工事請負費２億１,０９０万円が、その主なものでござ

います。 

 次に、９３ページになります。２款公債費は、元金１億３,０３９万１,０００円、利子、

４,５７２万７,０００円、合わせて１億７,６１１万８,０００円を計上いたしております。 

 以上が、議案第６号平成１９年度周防大島町下水道事業特別会計予算の概要でございます。 

 続きまして、議案第７号平成１９年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算について補足

説明を行います。 

 ２９ページをお願いいたします。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を４億４,１６４万

２,０００円と定めております。これは、対前年比１６.６％の減となっておるところでございま
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す。 

 第２条は、３３ページの第２表のとおり、地方債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の

方法を定めるものでございます。 

 それでは、事項別明細書の１０７ページをお願いいたします。 

 歳入の１款、分担金及び負担金１項、分担金、１目、農業集落排水事業分担金では、和田地区

の供用開始等を考慮し、対前年度比１,１６４万６,０００円増の２,２７７万円の計上でござい

ます。 

 ２款使用料及び手数料のうち、使用料では農業集落排水事業使用料現年度分２,０５９万円、

過年度分２万円の計上でございます。和田、沖浦西地区の供用開始に伴う増加分を見込んで

６９７万７,０００円の増額計上でございます。 

 次、１０８ページになります。３款県補助金は、沖浦東地区を初めとする各事業に対する県補

助金として１億１,００４万円を計上いたしました。 

 ４款繰入金は一般会計からの繰り入れ金１億４,７４１万９,０００円の計上でございます。 

 ５款諸収入は消費税還付金４００万１,０００円、雑入１,０００円を見込んでおります。 

 ６款町債におきまして、下水道事業債で平準化債３,０２０万円含めて８,３７０万円、過疎対

策事業債５,３１０万円を予定しております。 

 １１２ページをお願いいたします。冊子でございますが、１款、農業集落排水費、２項、事業

費、１目、維持管理費は７,４６４万８,０００円の計上でありますが、沖浦西地区及び和田地区

の供用開始に伴い、１,３４７万４,０００円の増となっております。 

 施設管理業務委託料３,５４８万円、下水道台帳作成委託料３３０万円、水質検査委託料

４１６万７,０００円、汚泥処理２０２万８,０００円等が、その主なものでございます。 

 次に１１３ページの２目農業集落排水事業費は、２億３,４２７万４,０００円の計上でありま

すが、人件費を除き、沖浦東地区６,７５４万５,０００円、その一部３,４３２万円、秋地区

１億１,９０６万円を、それぞれ計上し、事業の推進を図るものでございます。なお、沖浦東地

区は今年度で完了する予定でございます。 

 １１６ページの２款公債費は、元金７,８５０万円、利子４,３７５万円、合わせて１億

２,２２５万２,０００円の計上であります。３款予備費が５０万の計上でございます。 

 以上が、議案第７号平成１９年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算の概要でございま

す。 

 続きまして、議案第８号平成１９年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算について補足

説明をいたします。 

 予算書は３５ページからとなります。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を４,４８９万
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１,０００円と定め、第２条におきまして、３９ページの第２表のとおり地方債について定めて

おるところでございます。 

 予算につきましては、対前年比１９％の増となっておるところでございます。その概要でござ

いますが、事項別明細書１３１ページをお願いいたします。 

 まず、歳入では、１款、分担金及び負担金において、前年分として１,０００円を計上いたし

ております。 

 ２款、地方料及び手数料は、漁業集落排水事業使用料として２９９万１,０００円を見込んで

おります。 

 ３款、繰入金につきまして、２,６８９万８,０００円を一般会計から繰り入れることといたし

ております。 

 ４款、諸収入としては、雑入として１,０００円の計上でございます。 

 ５款、町債は下水道事業債、および、建築対策事業債をそれぞれ７５０万円予定いたしており

ます。 

 続いて歳出でございますが、１３３ページになります。１款、漁業集落、排水費１項事業費

１目維持管理におきまして、電気料、修繕費、処理施設の維持管理業務委託量、汚泥処理委託料

を合わせ１,２６８万３,０００円は計上いたしております。２目漁業集落排水事業費は

１,７２６万５,０００円を計上し、処理施設の運転状況等のデータを送信するデータロガ装置の

更新及びマンホールポンプ１基の更新を予定しているところでございます。 

 １３４ページ、２款、公債費は、元金１,０１８万２,０００円、利子４４６万１,０００円、

あわせて１,４６４万３,０００円の計上でございます。 

 ３款、予備費は３０万円を計上いたしております。 

 以上が、議案第８号平成１９年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算の概要でございま

す。何とぞ、慎重御審議の上、御議決を賜りますようよろしく申し上げ、補足説明を終わらせて

いただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  それでは、議案第９号平成１９年度周防大島町渡船事業特別会計予

算につきまして補足説明をいたします。 

 特別会計予算書の４１ページをお開き願います。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を

７,７３４万円と定めております。それでは、事項別明細書１３９ページから御説明を申し上げ

ます。 

 まず、歳入からであります。１款の使用料及び手数料１項使用料は、前島航路７７万１,０００円、

情島航路５６３万８,０００円、浮島航路９２４万３,０００円と見込みまして、合わせて
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１,５６５万２,０００円の計上であります。２項の手数料は、手荷物等の手数料であります。

３航路合せまして、３０９万９,０００円を計上しております。 

 次の１４０ページになります。２款の国庫支出金は、それぞれの航路に係る国庫補助金といた

しまして、２,２５２万４,０００円を計上いたしました。３款の県支出金は、航路補助金といた

しまして３,０２８万４,０００円を計上しております。 

 ４款の繰入金は一般会計から５７２万１,０００円を繰り入れることにしております。繰越金

は１,０００円、雑入は５万９,０００円の計上であります。 

 次に１４３ページ、歳出のところからお願いいたします。 

 １款の事業費１項事務費は、職員人件費１名分と事務費を合わせ８９５万８,０００円の計上

であります。 

 次の１４４ページでございますが、２項の事業費でございます。船員の人件費、燃料費など一

目、前島航路運行費で１,８２５万２,０００円、２目の情島航路運行費で１,４０１万

７,０００円。３目の浮島航路運行費で、３,０４７万３,０００円、合わせて６,２７４万

２,０００円を計上しております。 

 なお、情島航路につきましては、本年３月をもって職員が退職をいたしますので、すべて臨時

船員の運行という見込みになることになります。 

 １４８ページでございます。２款の公債費、これは、元利償還金を合わせまして５４４万円の

計上であります。予備費は、昨年同額の２０万円の計上であります。 

 以上が、議案第９号平成１９年度周防大島町渡船事業特別会計予算の概要でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  川田企業管理者。 

○公営企業管理者（川田 昌満君）  議案第１０号平成１９年度周防大島町公営企業局企業会計予

算について補足説明を申し上げます。 

 それでは、お手元の平成１９年度周防大島町公営企業局企業会計予算の１ページをお開きいた

だきたいと思います。 

 この予算は、平成１８年度の業務量及び事業収支の実績等を考慮し計上したものであります。 

 第２条は、業務の予定量を定めるもので、１８年度予定患者数より大島病院に医師採用に伴い

まして、外来患者数１,４１８人の増加をさざなみ苑増床により入所者数を５,３３９人の増加を

見込んでおります。 

 次に、３ページをお願いいたします。第３条は、収益的収入及び支出について定めるもので、

別紙参考資料１の敷設別業務量、業務単価表により、収入を４２億３,１９２万６,０００円、支

出を４２億２,５００万３,０００円と見込んでおります。 

 次に、４ページをお願いいたします。第４条は、資本的収入及び支出について定めるもので、
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資本的収入を１４億４,０７０万円、資本的支出を２４億２,２５５万円と見込んでおります。収

入の企業債は、大島病院新築や各施設の機械備品整備のための病院事業債借り入れを見込んだも

ので、支出金は大島病院新築の財源として予定しております合併特例債分として一般会計からの

繰り入れを見込んだものであります。 

 次に、６ページをお願いいたします。第５条は、継続費について定めるもので、大島病院新築

移転工事の総額を３６億２,８１９万８,０００円と見込み、１８年度から２１年度までの４カ年

計画を予定するものです。年度別明細書につきましては４５ページ継続費に関する調書のとおり

であります。 

 第６ページに戻りまして、第６条は企業債について定めるもので、先ほど第４条で御説明申し

上げました病院事業債の借り入れ限度額を７億３,８２０万円予定しております。 

 第７条は、一時借入金について定めるもので、限度額を１０億円と定めるものであります。 

 第８条は、議会の議決を得なければ流用することのできない経費を３７ページから明細書のと

おり、一般職職員は３８ページの企画のとおりで、東和病院に１４名の採用及び転入８名の退職

者及び転出、橘病院に６名の採用及び転入７名の退職者及び転出、大島病院に１５名の採用及び

転入８名の退職者及び転出、やすらぎ苑に５名の採用及び転入６名の退職者及び転出、さざなみ

苑に４名の採用及び転入７名の退職者及び転出、東和病院健康管理センター及び大島病院健康管

理室より保健支所転出、訪問看護ステーション大島へ２名の職員と１名臨時職員で４月１日より

開所し、給与費２２億８,０６９万８,０００円、公債費２４０万円とするものであります。 

 次に７ページをお願いいたします。第９条は、他会計からの補助金について定めるものであり

ます。これは、一般会計から補助を受けるもので６億１,３７６万円を予定しております。 

 第１０条は、薬品や診療材料の棚卸資産の購入限度額を９億９８６万９,０００円とするもの

であります。 

 次に８ページをお願いいたします。第１１条は、重要な資産の取得について定めるもので、大

島病院新築用地の取得を上げております。附属資料といたしまして、９ページ以降に予算に関す

る説明書を添付してございます。なお、当年度純利益は４９ページの平成１９年度周防大島町公

営企業局事業予定貸借対照表のとおり３,７５０万２,０００円の赤字を見込んでおります。 

 以上が、平成１９年度周防大島町公営企業局企業会計予算の内容でございます。どうかよろし

く御審議いただき、御議決賜りますようお願い申し上げまして補足説明を終わらせていただきま

す。 

○議長（新山 玄雄君）  休憩をしましょうね、はい。では、暫時休憩をいたします。１４時

３５分まで休憩いたします。 

午後２時22分休憩 
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……………………………………………………………………………… 

午後２時35分再開 

○議長（新山 玄雄君）  おそろいのようですので再開をいたします。 

 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。 

 議案第２号平成１９年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算、質疑はありませんか。浜

戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  国保の加入者の職業別の構成比率と、わかれば戸数。 

○議長（新山 玄雄君）  予算全部です。今の、国保の、はい。（テープ中断）加入者数と、職業

別、職業（「構成比率」と呼ぶ者あり）構成比率……。 

 それでは、後ほど答えさせますので、それじゃ進みます。 

 質疑はありませんか。──いいですか、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。後で答えさせます。 

 進みます。議案第３号平成１９年度周防大島町老人保健事業特別会計予算、質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第４号平成１９年度周防大島町介護保険事業特別会計予算、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第５号平成１９年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第６号平成１９年度周防大島町下水道事業特別会計予算、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今回、工事費については、基本的には地域網羅は先ほどありま

した。ほいで、実際的に今年度工事費の組み方として、実は、実際的に、例えば、組む場合に、

例えば管路を何メーター計画するとか、ポンプ数をおおむねどのぐらいするという格好の中で工

事計上するのか、例えば、その管路の中で、布設中で、一定程度、例えば、いわゆる新たな加入

戸数を見ながら、いわゆる、加味しながら計画ん中に組んじょるんかを含めて、どういう組み方

をするのか、今年度、例えば、工事費を組むとしたら、メーター数、そしてポンプ数といいます

か、いう格好で組んじょるのか、ちょっと、根拠について、まず聞いてみたいというふうに思い

ます。 
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 また、各会計に分かれますが、実際的に、今から、この次には農集もありますし、実際的には

漁集は終わっております。そしてまた、それぞれ同じ下水工事でも分かれてますよね。その中で、

今日までの実際的な、いわゆる普及率、帳簿との下水の普及率等について、今、資料があればこ

こで聞いときたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  村田環境生活部長。 

○環境生活部長（村田 章文君）  それでは、ただいまの御質問の、まず第１点がマンホールポン

プ室が管路延長、これにつきまして、現在、設計等、今からかかる部分もございます。したがい

まして、事業費としてこの範囲内でマンホールポンプと管路布設、どの地域ということは定めて

おりますが、延長について何メーターということは新年度に入ってから詳細に設計検討するとい

うことになります。 

 で、普及率についての御質問ございましたが、普及率について、今現在と申しますか、これは

あくまで１月末の段階で私どもの方で事業の進捗に合わせて正味している段階でございますが、

まず、地区別に申しますと、旧東和地区ございますが、これは１月末の段階で３６.７％でござ

います。で、旧橘地域が６３％、で、久賀地域はございません。で、旧大島地域が１５.５％、

全体でトータルしますと、町域全域での１月末の状況は２９.４％というのが現状でございます。 

 で、昨年、１７年度末が１９.４２でございますので、約１０％、この１年間で伸びたという

状況にございます。 

○議長（新山 玄雄君）  はい、よろしいですか。──ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。移ります。 

 議案第７号平成１９年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第８号平成１９年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第９号平成１９年度周防大島町渡船事業特別会計予算、質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  １８年度のときも議論があったわけですが、いわゆる前島航路で

すが、桟橋の管理費、これについては、あと、まだ来年度も上がっとるわけですが、そろそろ、

やっぱり、ここは見直すということにできないんでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  中野政策企画課長。 

○政策企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 
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 前島にあります待ち合わせ所の件でございます。以前も御説明いたしましたが、旧町時代に台

風等があって、窓が開いて屋根が破れた、あるいは次客が中でたき火をしていたということで、

こういったこととなったと思います。で、ほかの浮島情の方にもそういうものがあるわけでござ

いますが、そちらの方は、いわゆる船医さんがその島の方でございます。ただ、前島の方は船長

さんが全部久賀側ということで、なかなか夜間も何かあったときに、なかなかその辺の管理がで

きないということで引き続き計上させておりますので、どうぞ御理解のほど、よろしくお願いし

ます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  歳入で、若干、聞いときたいというふうに思いますが、実際的

に航路補助金がね、国庫補助金のうちの航路補助金、１４０ページですが実際的に、それぞれ減

額しております。これは、例えば、いわゆる中身の変更という考え方でよろしいのかどうなのか

聞いておきたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  中野政策企画課長。 

○政策企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 国庫補助金が減っているというのは、主な理由は、浮島航路につきまして、従来、かなりの額

を組んでおりました。ただ、ここ最近、かなり減額なりまして、それにつきまして、まあ、国庫

補助もだんだん減額ということになっておりまして、特に浮島には大きな差がございまして、

１９年度につきまして実用の国庫補助に合わせたということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的に、今の課長の答弁を聞いておりますと、今までが、国

庫補助の枠が当初予算の中で高めにみとったと、ほじゃが、実際的には過去の経緯から、実績か

ら見ると、いわゆる、そんなに入ってきてなかったんだと。だから今年度当初で入ってない分を

実態に合わしたんだというとらえ方でよろしいのかどうなのか、ちょっと。そこが、例えば、予

算上、今の聞いておりますと、当初予算の段階で既にある程度つかめたんだが、いわゆる国庫補

助、課題といいますか、実態に合わない額を計上しちょったと。じゃが、毎年、こう、推移を見

てみれば実態として、実は国庫補助はそんだけ入ってなかったということで、決算上と、いわゆ

る予算上がかなりの差があったというとらえ方でよろしいのかどうなのか。ちょっと、確認だけ

しちょきたい。 

○議長（新山 玄雄君）  中野政策企画課長。 

○政策企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 国庫補助につきましては、それぞれのそのときの監査によってかなりのばらつきがございます。

ただ、この何年かは当初よりも減額の推移しております。で、予算書を見ていただいたらわかる
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ように、その分だけ県費は上がってございます。ですから、国庫補助がどんどん下がっておる、

それに伴いまして不足分が、欠損額が県費ということなんで、国庫補助については、ばらつきは

ありますが、ある程度の実態に合ったものを計上したということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第１０号平成１９年度周防大島町公営企業局企業会計予算、質疑はありませんか。杉山議

員。 

○議員（７番 杉山 藤雄君）  ふたつみっつ質問します。 

 継続費で、１８年度から１９、２０、２１年度で３６億２,８００何がしか計上しております

が、今年度は１４億２,０００円、今年度は、私、聞き漏れかもわからんですが、建築費が、建

物が主なように聞いたんですが、２０年度について、２０億円は主なものは何か、ちょっと──

それと、それが第１点。から、第２点が、病院の経営も、この１８年度末が赤の３,６００、

１９年度の計画が赤の３,７００というふうになっておりますが、剰余金が結構ようけあるから、

まあ、大変、今まで立派な経営をやられてきたというふうに見ておるわけですが、今後、新聞や

らテレビでいろいろ医療業界の状態を見ると、大変、医師不足、そして看護婦不足と、特に大学

病院とか中央へ医師やら看護婦の若いのやらいいのが皆取られて、田舎の方は、病院をたたまに

ゃならんのが、特にようけ出よると、無医村に。町立病院があったんじゃが、結局、医師に来て

がない、看護婦不足ということで病院を閉鎖するというような地域も結構多いように、マスコミ

当たり、あるいは雑誌等でもみるわけですが、本町の場合、新しく大きなものが出るんです、箱

物ができるんですが、内容について、その医師不足、看護師不足に対してどういうふうな将来の

見方をしておるか、そこら辺をちょっと説明をお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  河村企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（河村 常和君）  お答えいたします。 

 平成１９年度の金額につきましては、用地取得費と３分の１の建設費用を見込んでおります。

２０年度に３分の２の建設費用ということで、前半が少なく、２０年度が金額が大きいという計

上になってございます。 

 それから、医師不足ということでございますけれど、医師不足につきましては、当組合の方、

公営企業管理者が山大との連携等をとることにより、この４月から皮膚科の常勤化、眼科の常勤

化等を進めておりますし、大島病院につきましては、今後、泌尿器科の先生の着任、循環器内科

の先生の着任ということを内諾をとっております医師がおります。そういった中で、大島病院の

医師の充足は十分にしていって、それに見合う外来診療科及び診療室を設けた建物というのが必
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然的に必要となってきていると。そういったことは、合併協のときにも、平成１８年と１９年度

を目安に建設予定するということにしていただいた中で、私たち公営企業局もそういった方面の

医師の確保ということはずっと続けてまいりました。よく、医師については、この辺は過疎では

ないですよねというお話もありますので、私ども、２年前の資料ではございますが、山口県内の

医師数というものを調べました。山口県内におきましては、１人のお医者さんで大体４０８名の

患者さんを診ております。大島地区におきましては６,９２０名、大島地区でいらっしゃいまし

て、開業医さんが５名、大島病院が５名の常勤医で１０名でございます。１０名ですので、１人

当たりの住民の方の数というのは６９２名。この状態では、もう少し医師を増やして、それなり

の診療をしなければいけないのではないかという地区と考えておりますので、そういった方面で

大島病院の今後の、より充実を図りたいと考えております。 

 看護婦の不足につきましては、平成１０年度に大島看護専門学校を建設することにより、その

後も毎年５名程度の看護師の確保ということがずっと続けてきておりまして、今後もそれを続け

ることによって都市部における看護師不足等よりは若干いい方向に向けるのではないかと。来年

につきましては、看護教員等にも、もう少しお願いして郡内の３病院への就職を斡旋してくれと

いうふうなお願いをして、看護師不足を何とかしていくように努力をしておる状況でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  杉山議員。 

○議員（７番 杉山 藤雄君）  もう１つお聞きしますが、病院経営にはいい病棟といいますか、

いい箱物で、そしていい先生がおって、もう一つ大事なのは、いい医療器具が大事と思います。

医療器具は、１台数億円、億単位のようなことを昔からよく聞いておるわけでありますが、この

新しい病院っつうか、今度の構想しておる新築できる病院の中の医療器具としては、どういう特

徴があるわけですかね、そこら辺をちょっと。箱物については、６階建てとかあるいは場所はど

ことか、先生については、今、大丈夫、看護婦についても何とかなるという御答弁ですが、医療

器具、いわゆる新鋭医療器具はどういうようなものが増設されるか、ちょっと、わかっておれば

お聞きしたい。 

○議長（新山 玄雄君）  河村企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（河村 常和君）  医療機械器具につきましては、既に東和病院にいれてお

ります、１.５テスラのＭＲＩ、これと同等のもの、もしくは、今、３.０テスラというもののＭ

ＲＩというものができております。だんだん、いろんな器具がたくさん市場に出回ることによっ

て、性能が上がり、なおかつ単価的なもの、金額的なものも下がってきておりますので、ＭＲＩ、

当然、ＣＴにつきましては２年前に橘と大島病院に既に買い替えをしておりまして、それが移設

可能ということでありますので、ＣＴにつきましては、新病院にはそのＣＴを移動する。それか

ら、加えてそういった循環器に対するエコー検査のできるようなエコー設備等を考えております。 
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○議長（新山 玄雄君）  杉山議員。 

○議員（７番 杉山 藤雄君）  それでは、いい箱物ができていい先生をお迎えしていい医療器具

を備えてもろうて、橋を渡って、あまり外の方へ出て行かんでもええような、ひとつ立派な病院

をつくっていただくことをお願いいたしまして質問を終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  私も、今の隣の議員さんと同じとこの質問だったわけですが、ど

うも、これだけ、もう、来年度から予算的に組んどるわけですから、少し説明が不足しとるんじ

ゃないかと思います。というのは、以前、全員協議会で説明をいたしましたが、ただそれだけで

すね、今ね。で、もちろん、私たちが言ったらそれだけです。住民の皆さんの、まあ、もちろん

これは住民の皆さんにまでの説明っていうのはないかもわかりませんけども、議会で説明すれば

議員がもちろん説明すればいいんじゃろうと思いますけども、すごく、今、議論があります、町

の中では。本当に必要なんかというような意見もあります。ですから、もう少し、やっぱり、建

設に向けての、本当にどうしても必要なんだということも含めて、もう少し説明をしていただき

たいと。もちろん、今の、だから、杉山議員さんもそういうところを、今、求めたわけですから、

どういう病院になるのかっていうのは、もう少し具体的に説明をしていただきたいと思いますが

いかがでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  川田企業管理者。（「先に、先に」と呼ぶ者あり）浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  ここでじゃのうていいです。今から具体的に。いやいや、それは

長うなるでしょ、ここでずうっとみんな説明しよったら。ですから。（「あまり長うはなりませ

ん」と呼ぶ者あり） 

○議長（新山 玄雄君）  姿勢をしっかり。 

○公営企業管理者（川田 昌満君）  建てかえの理由及びなぜ新築移転なのかということについて、

私なりの考え方をさせていただきたいと思います。まず、今の大島病院につきましては、一番大

事な耐震の問題があろうかと思います。これはまだ耐震検査をしておりません。耐震検査をすれ

ば１億円余りの費用がかかるので、もうちょっと辛抱して、２年ほど辛抱していきたいというふ

うに考えております。 

 で、入院室及び診察室等についての狭隘が非常に大きい、見苦しい。廊下についても、今は

１.８メートルですが、今度は２.７メートルもしくは３メートルにしたいと。で、病室について

は、今、４.３平米、１人当たり４.３平米ですが、１人当たり８平米以上の１人当たりの面積を

考えていく必要があろうかというふうに思います。これは、今のそこにあります老人保健施設橘

のさざなみ苑、ここのやすらぎ苑のスペースと同じということで、大変快適な病室になっておる

のではないかというふうに考えております。 
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 それから、今の病院では、感染症、細菌の巣のような形になってきておるんではなかろうかと

いうことで、その感染症の問題を解決したい。 

 それから、この病院で、今の感染症があるっていうことについては、大変、医師が不安がって

おられます。それを、この病院をずっと継続するんであれば、もう、ここの病院には、我々はお

られない。いろいろな訴訟をされたりしますので、おられないから何とか考えてほしい、いうこ

と。 

 それから、患者の環境と癒しの問題。大変、今、病室が東和と橘に比べて、非常に見苦しい、

住みにくいっていうようなことでございますので、これを解消してあげたい、いうふうに考えて

おります。 

 それから、ちょっと読んでみますと、最近のことではございますが、今のままではいけません

ので、今のままの、プラス、どのようにしたらいいかというふうなことで、ちょっと、私なりに

考えたことを書いてきておりますので、申し上げたいと思います。 

 高齢者のリハビリを考え、理学療法、作業療法、言語聴覚療法等を統合、一体的に適切に組み

合わせて提供することにより、効果が早くあらわれてきます。そのために、現在は理学療法だけ

しかありません。それに、今度は作業療法と言語聴覚療法を設けたい。これは、職員が既に確保

できる可能性があります。 

 それから、医師の確保ができれば、循環器内科──現在おりません、大島病院には──それと

脳外科を設置したい。早期発見、診断、早期治療を行っていくことが重要だと考えております。 

 また、大病院の最近の傾向では、入院期間の短縮、非常に、患者さんに重荷になってきておる

のではないかと。現在、大病院では、１４日、入院を１４日で、後は退院さすと。で、自宅療養

ということを強いられてきておるようでございます。それに対して、大病院から私の病院の方へ

何とかならんかということについての受け皿も考えていく必要があるんではなかろうかというふ

うに思っております。 

 大島の自治体病院で考え、できるものは全部行っていき、患者さんが郡外の医療機関で診療を

受けずに済むようにしてあげ、患者さんが郡外の医療機関で診療をしないような考え方でやって

いってあげるんがよかろうかということで考えておりますが、医者の科の問題、例えば婦人科と

か小児科とか、今、問題になっておる科については、ちょっと難しいかもしれませんが、そのほ

かの科についてはできるだけ私どもの自治体病院でやれるものはやっていきたいというふうに考

えております。そうしますと、患者さんの経済的、肉体的、労力的緩和を考えてあげることが自

治体病院の使命であると考えております。それには、公営企業局の経営を大きく圧迫負担もふえ

てまいりますが、自助努力で赤字が出るようであれば、今まで大島国保診療施設組合の組合長で

あり、現周防大島町長の中本町長さんを初め、歴代の組合長及び組合議員、職員で選択者の皆様
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が蓄えてくださいました１００億円近い資金を不本意ではありますが使っていかなければならな

いと考えております。よろしく御理解のほどをお願いいたします。 

 なお、大病院からの転移、入退院につきましては、医師の判断によるものでありますので、私

がどうこう言うことはできませんので、医師にはその旨、伝えておきまして、患者の負担が少な

くなるような方法を考えていってもらいたいというふうに考えておりますので、よろしくお願い

いたしたいと思います。以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか、浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  わかりました。今後は、その時々において説明をされるんだろう

と思いますが、どういうスケジュールになっとりますか。 

○議長（新山 玄雄君）  河村企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（河村 常和君）  住民説明のときに配りました月別の予定表というのがあ

りますので、後ほど配布させていただきますが、一応、４月に入りまして、すぐ設計を考えてお

ります。１０月から、設計が終了すれば１０月１日をＪＲさんの建物が撤収等をされれば、その

時点から建設業者さんの入札を行い、１年６カ月かけて、平成２１年の４月に開院予定に向けて

建設を進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、先ほどの浜戸議員の質疑に対して答弁、許します。馬野健康

福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  先ほどの浜戸議員の、国民健康保険の職業別ということでした

が、特に統計は取っておりませんのでわかりません。で、被保険者数につきましては、現在の直

近で１万３,２３４人、世帯数では７,９１２世帯ということであります。 

○議長（新山 玄雄君）  以上で質疑を終結します。（発言する者あり）後ほどやってください。 

 それでは、終結します。 

 お諮りします。平成１９年度予算の質疑が終結しましたので、日程第１、議案第１号平成

１９年度周防大島町一般会計予算から、日程第１０、議案第１０号平成１９年度周防大島町公営

企業局企業会計予算までの１０議案を、お手元に配布しております議案付託表により、所轄の常

任委員会に付託することにしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  異議なしと認めます。よって、日程第１、議案第１号平成１９年度周防

大島町一般会計予算から、日程第１０、議案第１０号平成１９年度周防大島町公営企業局企業会

計予算までの１０議案を、お手元に配布しております議案付託表のとおり所轄の常任委員会に付
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託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第１１号 

日程第１２．議案第１２号 

日程第１３．議案第１３号 

日程第１４．議案第１４号 

日程第１５．議案第１５号 

日程第１６．議案第１６号 

日程第１７．議案第１７号 

日程第１８．議案第１８号 

日程第１９．議案第１９号 

日程第２０．議案第２０号 

日程第２１．議案第２１号 

日程第２２．議案第２２号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第１１、議案第１１号平成１８年度周防大島町一般会計補正予算

（第６号）から、日程第２２、議案第２２号平成１８年度周防大島町公営企業局企業会計補正予

算（第２号）までの１２議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明は、３月７日の本会議で終了しておりますので、これより質疑に入ります。 

 議案第１１号平成１８年度周防大島町一般会計補正予算（第６号）、質疑はありませんか。広

田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  当初予算が、先、質疑しちょるんで、改めて振り返りながら質

疑するという格好になるかもわかりませんがよろしくお願いしたいというふうに思います。 

 １つは、歳入の方で大体地方交付税については特交分を引いた額ということでとらえて、普通

交付税について、特交分を引いた額、改めて特交分と普通交付税の報告を求めたいというふうに

思います。 

 次に、ページ数で言えば、１２ページからなります、いわゆる商工使用料のうちのそれぞれ減

額について聞きます。 

 １つは、答弁を求めたい点は、それぞれ当年度、いわゆる予定数量といいますか、大体こうい

うふうに予定人数をはじいておったと。そして、結果的にはこうだったと。それに伴う金額減と

いうことで、例えば竜崎温泉については、温泉部門のうちでも、入浴そのほかいろいろあります

ね、回数券そのほかあります。それで、わかる範囲で答弁をお願いしたいというふうに思います。 

 また、プール部分については、初めての計上だというふうに考えておりますので、実際的には、
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一応、予算立てのときに、それでも一定、いわゆるプール使用者の数を見込んだというふうに思

われますので、その点でぜひとも答弁をお願いしたいというふうに思います。 

 次に、歳出の方で聞きたいというふうに思います。 

 実際的な、今回、全体、補正を通じて補足説明の中では事業費の減、それと、いわゆる事業費

確定と給与との確定見込みに伴う今回の補正だということで補足説明されたと思います。若干、

調べてみますと、実際的に給与手当、共済で約１億円ぐらいの減額になるんじゃなかろうかとい

うふうに思います。その点で、補正段階でつかんだ数字、いわゆる３月末時点でそれぞれ給与費

がこのぐらいだ、当初予算比何％、言う格好で準備ができておれば、ぜひとも答弁をお願いした

いというふうに思います。ちょっとそれだけ、済いませんがお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  まず、歳入の方の交付税についての御質問がございましたけれども、

今回、普通交付税で２,２００万円ばかりの補正をさせていただいておりますけれども、これで、

最終的には普通交付税の交付額、これが７１億４,２７５万９,０００円となります。それから、

特別交付税につきましては、まだ交付決定きておりませんので、当初予算で９億６,５００万円

を計上しておりますが、今は９億６,５００万円と見込んでおります。 

 それから、歳出の方で人件費についての御質問がございましたけれども、このたびの補正予算

で、これ、一般会計におきまして約１億円ばかりの減額補正を行っております。そのうちわけで

すけれども、給料が約４,２００万円、それから、手当の関係が４,１００万円、それから、共済

費で１,０００万円、それから、退職手当の積立金等で約１,１００万円ばかりの減額補正となっ

ております。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 １２ページの商工使用料でございます。これで、利用料金でございますが、当初、竜崎温泉の

入館予定者数１２万８,０００人を予定しておりましたが、２月末現在で９万６,１６２人でござ

います。これは、昨年度１７年度と比較いたしますと、１７年度が８万４,３５３人ということ

で、増員しております。で、これにつきましては、単純にリニューアルオープンということで、

リニューアルしてからの営業につきましては、３８％の月々の増額となっております。 

 それと、使用料等が減額した理由でございますが、これについては、一番の理由は、回数券の

使用が１８年度当初予算では４万８００人を想定しておりました。これが、前年度販売分の回数

券、これが２万４,９００人、額にして１,２５０万円でございますが、これがございましたので、

この分が大きな要因でございます。 

 それと、プール利用客でございますが、１８年度当初１万３,０００人を予定しておりました。
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これは、７月リニューアルからの人数ということで、実質９カ月分でございますが、１日当たり

で約５０人を想定しておりましたが、実績予定でございますが、３,４５０人ということで、日

に１３人ということで減少して、減額したということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的に、途中対処という確保であって、それなりに人数はじ

いたということであろうかというふうに思います。しかし、旧町時代に、やっぱり過疎計を使用

すると、ときには、それなりの根拠ある数字を用いて、いわゆる建設着手されたということだと

いうふうに思います。 

 私たち、ずっと長いこと議員しておりますと、やっぱり、実際的に計画においては、かなり高

い数字を積み上げて実際的に建設後はかなり実態と低かったということがかなりの、竜崎ではな

しに、旧大島町でもあります。いろんなことがありますが、実際的に、私は、それは私はあまり

正しくない方法ではないかと。こう言っては御無礼ですが、やっぱり、国と地方の関係をおいて、

とにかく有事な起債とか、有利な補助金とかいうだけではないものが、やっぱりあったんではな

いかという側面が実態としてあらわれちょるんじゃないかというふうに思います。これは、担当

府だけの責任ではなしに、全体の、今度は責任になってくというふうに思います。新年度予算で

十分な議論をしておりませんがね、やっぱりその辺のところは、今後きちっと見ていかなければ

ならないんじゃないかなというふうに思っております。以上で終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁、いいですか。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  はい。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。移ります。 

 議案第１２号平成１８年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）、質疑は

ありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今回、実際的な医療費見込み、当初見込みに対して９７から

８ぐらいになるんか、ちょっと、まあ、報告を求めたいというふうに思いますが、実態的に、振

り替えがあります。先ほど、馬野部長の方が答弁されたように、１０月──９月議会でしたか、

振り替え、いわゆる、新たな振り替えとして３億幾らのいわゆる共同事業交付金のうちの保険財

政共同安定化事業交付金、これがありました。これが９月の補正で、これ、出発なんですよね、

その中で３億５,０００万円、で、今回、１億４,２００万円の減額ということになると、かなり

の、この出発からいわゆる、この３月末でかなりの大きな変動があるんじゃないかというふうに

思います。 
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 その点で、当初の見込み違い、数量違いがあったのかどうなのか、この点もちょっと報告して

いただきたいというふうに思います。 

 先ほどいいました、今年度の医療費の状況、当初と比較してどういうふうにみておるのか、あ

わせて報告をお願いしたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  保険財政共同安定化事業でありますが、これは、新たにできた

制度でありまして、当初、不確定でありましたので、国の指示によりまして計上したわけですが、

国の方もよくわからなかったということもあります。これでこの額が確定であります。これに基

づいて、一応、歳入の方も同じ、同等の額を計上するということにしております。で、医療費に

つきましても、当初計上しておりまして、それと、今、その計上と同じような医療費の状況には

なっております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  御承知のように、医療費の確定というのは、通常２カ月遅れと

いうことになると思うんですが、それで、実際、国保会計をつくるときも推定でつくられるとい

うふうに思います。そういうなかで、あえて、これが今年度の確定ということになると、実際的

には、今のいわゆるこの目のシステムそのものがこの時期には確定するというとらえ方でよろし

いのかどうなのか。医療費が確定しないのに、この件だけは確定するよというとらえ方でいいの

かどうなのか。 

 それと、当初１４億円で、今年度１４億円で推定しながら、若干５,０００万円ぐらいですか

ら、９０何％になりますかね。大体、補正上は、こういう言い方はおかしいかもわかりませんが、

実際的に年度当初状況の数量と、数量という言い方おかしいかもわからんが、医療費の状況とい

うことでとらえていいのかどうなのか、再度確認しちょきたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  医療費につきましては、大体、月、１カ月で１億１,０００万

円程度っていうのがちょっと続いておりますので、結局、１億３,０００数百万円が決算で出て

こようとは思いますが、ちょっと、現在まだわかりませんので、少し余裕をみて１億３,４００万

円いうぐらいで計上はさせていただいております。──済いません、１３億４,８００万円というこ

とです。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  ３回目になりますから、先ほど質問した、いわゆる今年度から

始まった財政共同安定化事業交付金、これが先ほど、もう既に確定したんだと、これ、確定の数

字だという答弁があったんで、実際的には、まだ流動するというふうに見ちょって正しいんじゃ
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ないかと思うんですが、その辺が、この計算においても、国がわかりにくかったんじゃろうっち

ゅうだけじゃわからんし、そして、実際的には非常にわかりにくい、はあ、既に確定したもんじ

ゃということになれば、この確定した数字から、どうせ誤差が出るんじゃないかなというふうに

私は思うとるんですが、どうなんだろうか思ったからね、そこをちょっと聞きたい。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  保険財政共同安定化事業拠出金でありますが、これは、もう、

国の方から確定が来ておりますので、これが決定であります。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第１３号平成１８年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第２号）でございます。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第１４号平成１８年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）、質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第１５号平成１８年度周防大島町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第１６号平成１８年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）、質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第１７号平成１８年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第５号）、質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第１８号平成１８年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）、質疑は

ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第１９号平成１８年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）、質疑は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第２０号平成１８年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号）、質疑はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第２１号平成１８年度周防大島町交通災害共済事業特別会計補正予算（第２号）、質疑は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 議案第２２号平成１８年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第２号）、質疑はありま

せんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  当年度予算は所管課ですので、実際的に補正の中で聞いておき

たいというふうに思います。 

 今回、実際的に、私も知る限りでは議員に出たことはほとんどありませんが、知る限りでは、

やっぱり３,７００万円余りの大きな赤字ということであります。そういう中で考えてますと、

議員の中に１つの不安があるのが、当年度決算、例えば、収入的費用収支の関係は仮に黒字であ

っても、当年度で赤字になるということについて、どういう便宜があったのかというのが知りた

いところだと思います。ほいで、きょう来てみますと、ここに資料が出ております。１８年度末

の見込みがね。ほいで、実際的に今年度の各施設ごとの黒、マイナスが出ておりますが、大島病

院については実際的に黒と、まあ、単年度で、２,２００万円余りの──足さないといけません

から、利益と未使用を足さなければいけませんから、かなりの黒ということであります。それ中

で実際的な、今まで、私も委員会審議の中で参加する中で、１つは、いわゆる、ルール分の繰入

金、ルール分といったら体制がちょっとかはわかりませんが、実際的に、例えばやすらぎ苑なら

やすらぎ苑、建設等について、本来見よったのが合併以降、見てもらえなくなったとか、そうい

う部分もあったり、旧町ごとからいろいろ補助していただいた部分がなくなったとか、いろんな

要因があるというふうに私自身見ております。そういう中で、実際的に今年度の非常に厳しい結

果になった部分について、どのようにお考えなのか、まず、聞きたいというふうに思います。そ
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れが１点です。 

 それと、大島病院について、病院ベッドの稼働率についてわかれば報告をお願いしたいという

ふうに思います。ベッドの稼働率、といいますのが、病院側が患者数を受け入れようとしても、

実際的には看護婦が足りなかったり、ほいて、医師が不足したり、ということになれば、患者数

も少ないというのが実態と思います。そういう中で、今年度全体見て、大体９９ベッドの中で稼

働率どのぐらいだったんか、あわせて報告していただきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  村岡公営企業局財政課長。 

○公営企業局財政課長（村岡 宏章君）  まず、最初の大島病院といいますか、全体でのマイナス、

赤が出ておるという状況の主な原因として、先ほど言われましたように、診療施設組合当時は各

４町からいただくお金は負担金条例という条例によってお金をいただいておりました。繰り入れ

を行っていただいておりました。それが、合併に伴いまして、病院部分としてくるもの以外はな

しという、この差額が約１億８,０００万円ぐらいあります。その部分がないなったことによる

プラスがなくなった要因の一つです。 

 それと、今年度につきましては、１８年当初、４月より診療報酬の改定が行われました。これ

が、国の試算では医療費ベースで３.１６％のマイナス、これを予測して始まりましたが、当

３病院を１月までの実績で計算してみますと、全体で５.１１％のマイナス、中小の病院にとっ

ては大変大きなマイナス会計となっております。このことが要因となりまして全体のマイナスを

大きくしているという状況です。 

 あと、今現在の直近の使用状況になりますが、東和病院では入院で病床利用率が９２％、橘病

院が９５％、大島病院は累計で６２％ですが、今現在は５５名程度しか入っておりませんので

５５％。これは、医師数・看護士数の不足により減少しております。以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  もう１点は、きょう、補正の方で、基本的には採決が行われま

すので、病院建設のですね、もう少し聞いておきたいというふうに思います。 

 その点で、１つは先ほど企業長の方から言われました件で、一つが、いわゆる今の周東等の病

院から実際的にはどうにかならないかという格好での特殊性と、病院としての特殊性、これ、言

われたと思うんですよ。じゃあ、実際的に、言葉では先ほど、いわゆる大島の中の医療の原点と

して建てかえていきたいんだということが言われました。その中で、常々、委員会では実数的な

ものはなかなか示せんわけですよ。例えば、今、割と出ているのが、大島と久賀が当該に出てい

るんじゃないか、いわゆる出ている数が多いんじゃないかと。その歯止めになれば、新たに建て

かえる９９ベッドは決しておかしくないベッド数だといえるのかどうなのか。これ、議決対象の

あれですかね、若干聞いておきたいというふうに思います。 
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○議長（新山 玄雄君）  河村企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（河村 常和君）  先ほど、１番目の答弁のときに病床利用率はどうかとい

うことの答弁が漏れておりました。 

 昨年の３月に内科医１名やめたということは、この議会に御報告したと思いますが、その医師

の、それまでの病床利用率は９９床に対して８２～３％でございます。約４名の常勤医で、１人

２０名というのが、よく、御説明するときに見れる範囲ではないだろうかと。開業医さんが１人

で入所ベッドで持てるのが１９床という規制からも見て、１人のお医者さんによる能力は２０名

ではないかというふうに考えております。 

 現在、大島病院内科医２名、外科医１名が１人２０名前後を頑張って見ておりますが、もう、

これが自分たちの限度だということで、昨年１０月ごろから６０床を目鼻に病床を申請させ直し

ております。申告し直しておりまして、６０床での稼動という状況に、今、陥っております。先

ほどお話しましたように、常勤医の復活と、やることであれば、先ほど言った６,９２０名の住

民さんに対して、やはり９９床、内科医が４名程度で、９９床の必要性はあるというふうに我々

は考えておりますので、そのように御理解いただけたらと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  先ほど、質問１つ、いわゆる、島外へ出る、いわゆる食い止め

る病院としての位置づけ、今、実態的に３病院あるが実際的には大島と久賀が柳井・岩国方面に

かなり出ておると。これは想像つきます。ほいで、建設に際しては、そういう、いわゆる歯止め

になるよう、産婦人科と小児科は困難だが、今、改めて脳外科も言われましたので、含めて実際

的に、いわゆるどのぐらいの数量──数量っちゅう言い方、ごめんなさい、おかしいかもわかり

ませんが、実際的な大島病院に引き寄せていけば、トータルできるという考え方、一定数、どう

してもふえなければ、皆さん、今から９９のベッド数、人口が減る中で、実際的に大丈夫かなと

いう疑念があるんで、ベッドじゃなしに診察量数については、こういう確保をしていけば十分や

っていけるというのがあれば、一定の数量、根拠ある数量は求めておきたいという、根拠ある数

量ですね、ある程度根拠のある数字を求めておきたいと。いいますのは、さっき言いましたよう

に、起債がいろんな補助をやってく、これ、一般会計である場合ですがね、若干、さっき、ク

レーム的なことを言いましたが、病院におっても一緒やろう思うんですよ。新たなものをつくる

と。しかし、これは福祉施設なんですよ。いわゆる医療部門なんですよね、それでもやっぱりそ

れは十分の面を考えちょかないけんという点は理解していただきたい。その点でぜひ数量的、例

えば、今、こういう数値だが新病院見通しとしてはこういうふうに考えておるというのがあれば

報告をお願いしたいというふうに思います。それが１点。 

 もう１点が、さっき１００億円ということで基金がありました。そいで、実際的に１８年度の
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中で、いわゆる起債に償還する分、減債、これが大体５億円ぐらい使われちょんじゃないかとい

うふうに思います。そして、新年度、さっき補足説明がありましたが、大体５億円ぐらいは使う

んじゃないかなと。そうすると、２カ年で減債が１０億円見てますいね、減債そのものが。そう

すると、後ずっと起債等は続いていくわけですいね。減債の充て方についてはどのように考えて

おられるのか。いわゆる、病院の場合は、退職給与費引当金いろんな基金がありますね。ほいで、

実際的に民間にあって、ほいで、当然、基金条例に基づいて支出されると思うんですよ。しかし、

２カ年での減債、それは返し方にもよりますが、結構大きい部分があるんじゃないか、基金の持

ち出しからしたら、大きい部分があるじゃないかと思いますが、その点で若干補足を求めておき

たいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  村岡公営企業局財政課長。 

○公営企業局財政課長（村岡 宏章君）  ただいまの起債の返還によります減債積立金の減少とい

う質問がございましたが、確かに、企業債の元金に償還に充てるものとして減債積立金を毎年取

り崩しております。これが、４億円なり５億円なりという金額で行って、今、貸借対照表上にあ

る減債積立金の残がどんどん減ってくるんではないかという御質問になろうかと思いますが、確

かに減ってはまいりますが、減債積立金を充てるのは、起債の元金の償還のみに充てるという理

由がついてるだけであって、これがなくなったからといって現金で充てても構わないんです。だ

から、トータルのものとして減債積立金がなくなれば、もし、なくなればですが、現金をもって

資金に充てるという資産の償還に充てるということになります。 

○議長（新山 玄雄君）  河村企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（河村 常和君）  患者数その他医療に対する考えということになりますが、

時間外等の救急患者数については、柳井消防さんの方で統計を取られていらっしゃいまして、大

島地区から周東まで何名を搬送した、その年度、東和病院は何名、大島病院は何名、というふう

な統計的な数字がございます。その中で見る限り、大島郡からも結構な数が柳井地区周東総合病

院に来てるんだというふうな御指摘も、この間、柳井救急医療会議で御指摘を受けました。その

部分の患者数というのは、当然、土日時間外に大変、どういったとこに医療に行ったらいいかと

いう患者さんの受け皿として、やはり大島病院、今後充実させていって考えなければいけないと

思います。 

 お手元にお配りしております施設別業務量、業務単価表というのがございます。この中で、大

島病院、業務量が２万６,２８８、単価が１万６,５９７とございます。この中で医師１人ふやす

ことによって、医師１人ふえたことによって、その単価を掛ければ、この医師の収入源がおおむ

ね出ます。それをもってして今後の起債とかその他、借りる場合の医師の確保とあわせて業務量

の増加その他をはじき、収支的にこういうふうになっていくという計算値は出していくようにし
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ております。 

 それと、先ほどの中で、利益積立金が７億７,０００万円ありますので、当組合としましては

毎年３,７００万円程度、約２０年間これを支え続けていけるんではないかというふうに考えて

おります。よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。続けます。 

 これより、討論、採決に入ります。 

 議案第１１号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第１１号平成１８年度周防大島町一般会計補正予算（第６号）について、原案のとおり決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１２号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第１２号平成１８年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、

原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１３号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第１３号平成１８年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第２号）について、原

案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 議案第１４号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第１４号平成１８年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について、原

案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１５号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第１５号平成１８年度周防大島町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）について、原

案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１６号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第１６号平成１８年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）について、原

案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１７号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第１７号平成１８年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第５号）について、原案

のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 議案第１８号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第１８号平成１８年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）について、

原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１９号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第１９号平成１８年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）について、

原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第２０号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第２０号平成１８年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号）について、原案の

とおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第２１号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第２１号平成１８年度周防大島町交通災害共済事業特別会計補正予算（第２号）について、

原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 議案第２２号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。 

 議案第２２号平成１８年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第２号）について、原案

のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（新山 玄雄君）  以上で、本日の日程は全部議了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 次の会議は、３月１９日、月曜日、午前９時３０分から開きます。 

午後３時46分散会 

────────────────────────────── 


